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全国へ、そして世界へ
古河のモノづくり力

Tokyo2020Olympic
Review

＜特集＞
正しく理解しよう
認知症のこと、介護のこと
◆�9月は高齢者被害防止月間です/男女
共同参画の推進状況/叙勲/全国大会
表彰

健康百科/わたしの夢
キラリ古河ビト
今月の古河っ子
古河歴史見聞録
図書館の本棚から/古河今昔物語
まちの話題Report!
古河インフォメーション
お知らせページ/広告

「5つの場面」に気をつけよう/読者アン
ケート

　9月20日は敬老の日です。市内には100歳以上
の人が30人以上おられます。ご長寿を迎えられ
る人がたくさんいることは大変喜ばしいことです。
　人生100年時代ともいわれる現在、まだまだ地
域で活躍されている元気な人をたくさんお見受け
します。今後も皆さんのお力添えをいただきなが
ら、引き続き誰もが健康で安心して生活できるま
ちづくりを進めてまいります。

今月の表紙は
「いつまでも笑顔で」

　15年前から認知症の奥さまを支える岩下さん。
寝たきりの状態から、介助があれば歩けるまでに
快復しました。奥さまに優しく話しかけ、笑顔で
向き合う姿にご夫婦の強い絆を感じました。
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養生されたダインコンクリート

■会社概要

▲さまざまな場所で当社の製品や技術が生かされています

塩ビマスのパイオニア

アロン化成株式会社 関東工場

　
当
社
は
㈱
寺
岡
製
作
所
と
東
亞
樹
脂
工

業
㈱
が
合
併
し
て
で
き
た
樹
脂
加
工
会
社

で
す
。
１
９
５
１
年
、
日
本
で
初
め
て
塩

化
ビ
ニ
ル
製
パ
イ
プ
の
製
造
に
成
功
し
、

当
時
の
サ
ン
プ
ル
は
国
立
科
学
博
物
館
の

重
要
科
学
技
術
史
資
料
に
も
登
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
従
来
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

だ
っ
た
排
水
マ
ス(

排
水
の
点
検
口)

を
い

ち
早
く
塩
ビ
で
製
品
化
し
た
塩
ビ
マ
ス
の

パ
イ
オ
ニ
ア
で
す
。

　
関
東
工
場
で
は
塩
ビ
製
の
下
水
道
部
材

の
ほ
か
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
対
策
製
品
、
い
ざ

と
い
う
時
に
役
立
つ
災
害
用
ト
イ
レ
シ
ス

テ
ム
な
ど
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
塩
ビ
製
品
の
パ
イ
オ
ニ
ア

と
し
て
、
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い

き
ま
す
。

会社名：アロン化成株式会社
　　　　(関東工場)
住所：丘里13番地3
電話番号：98-1245
従業員数：76人
年商：253億100万円
　　　(2020年度)
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　大会では温かいご声援を本当にあり
がとうございました。古河市の皆さま
に、勝ち上がる姿を見て欲しかったの
で力不足で悔しいです。メダル獲得の
夢はかないませんでしたが、姉と共に
オリンピックを目指してきた道のりは
最高の経験となりました。
　11月に行われる世界大会での姉妹
優勝を目指し、新たな目標に向かって
精進してまいります。

染谷真有美選手からのコメント

染谷選手オリンピッ
ク出場

お疲れ様でした !

空手女子組手61キロ級
古河市出身

❶

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
空
手

女
子
組
手
61
キ
ロ
級
に
古
河
市
出

身
の
染
谷
真
有
美
選
手
が
出
場
し
ま
し

た
。
8
月
6
日
に
行
わ
れ
た
試
合
で
は
、

準
決
勝
進
出
は
か
な
わ
な
か
っ
た
も
の

の
、
最
後
ま
で
諦
め
な
い
気
迫
の
あ
る
戦

い
で
、
多
く
の
人
に
勇
気
と
感
動
を
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
大
会
延
期
や
代
表
再
選

考
な
ど
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
舞
台
に
立
つ

ま
で
は
非
常
に
困
難
な
道
の
り
で
し
た

が
、
予
選
ラ
ウ
ン
ド
2
戦
目
で
は
フ
ラ
ン

ス
代
表
選
手
と
対
戦
し
、
得
意
の
突
き
技

を
決
め
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
初
勝
利
。
練
習
の

成
果
が
発
揮
さ
れ
た
瞬
間
で
し
た
。

　
既
に
次
の
目
標
を
見
据
え
、
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
し
た
染
谷
選
手
。
こ
れ
か
ら

の
更
な
る
活
躍
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

①予選ラウンドでベネズエ
ラの選手と対戦する染谷選
手②幼い頃から苦楽を共に
してきてた兄・隆嘉さん(左)
と姉・香予さん(右)③大会に
向けてサポートしてくれた
樋口コーチ(左から2番目)、
隆嘉さん、香予さんと

写真提供：時事写真提供：時事

➌➌➋
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ア
メ
リ
カ
空
手
競
技
の
選
手

が
古
河
市
で
事
前
キ
ャ
ン
プ

　
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
空
手
競

技
に
出
場
し
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
代
表

チ
ー
ム
が
、
7
月
26
日
～
8
月
1
日
の
7

日
間
、古
河
市
で
事
前
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
。

　
市
内
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
が
手
作

り
し
た
の
ぼ
り
旗
や
ポ
ス
タ
ー
が
寄
せ
ら

れ
た
ほ
か
、
晃
陽
学
園
か
ら
は
選
手
や
ス

タ
ッ
フ
へ
の
食
事
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　
選
手
や
コ
ー
チ
か
ら
は
「
皆
さ
ん
の
温

か
い
お
も
て
な
し
や
お
い
し
い
食
事
の
お

か
げ
で
、
大
会
本
番
に
向
け
て
最
高
の
１

週
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
の

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

>>>>>

▲男子形でアリエル・トーレス 
グディエレス選手(左から2番目)
が銅メダルを獲得しました

市
内
を
駆
け
巡
っ
た
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
た
ち

聖
火
に
込
め
ら
れ
た
み
ん
な
の
想
い
と
共
に

野
の

底
そ こ

 愛さん

シングルマザーで同じ境遇
の人たちを元気づけたいと
いう思いで走りました

富村 由喜子さん

とても爽快で楽しかった。
応援でたくさんのパワーを
もらえました

トシちゃんさん

短い時間だったけれど、人
と人とのつながりが感じら
れた貴重な思い出でした

千
ち

勝
か つ

 典子さん

医師として、これまで多く
の人に支えられてきたので
感謝を込めて走りました

藤木 慎介さん

沿道からの温かい応援のお
かげで、とても気持ちよく
走り切ることができました

みつもんさん

聖火ランナーとして走れる
ことに感謝して、自分らし
く走り切りました

大越 友博さん

待ちに待った聖火リレー。
頑張れば何でも達成できる
という気持ちで走りました

クレイグ コールマンさん

オリンピックを通して、世
の中が明るくなってほしい
という思いで走りました

西岡 勇一郎さん

聖火ランナーとしてオリン
ピックに携わる事ができて
うれしかったです
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正しく理解しよう

認知症のこと、介護のこと
　9月は「茨城県認知症を知る月間」です。認知症は誰もがかかる可能
性のある病気。この機会に認知症について正しく理解しましょう。

▶
こ
の
マ
ー
ク
は
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
証あ

か
し

で
す
。詳
細
は
、9
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　徐々に失われていく大切な人の名前や思い出。自身や大切な家族

が認知症になったら…。高齢化が進む日本において、2025年には

約5人に1人の高齢者が認知症になると見込まれています。また、

介護が必要になった要因の中で最も多いのが認知症です。介護離職

や精神的・肉体的な疲労など、介護する側の人にとっても多くの問

題があります。誰もが関わる可能性がある認知症について、一人で

抱え込まず、地域全体で向き合いましょう。
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>>>>>

悩
む
前
に
知
っ
て
ほ
し
い

　
認
知
症
の
基
礎
知
識
と

　
　
介
護
に
当
た
る
家
族
の
接
し
方

認
知
症
は
単
な
る
老
化
現
象
で
は
な

く
、
脳
細
胞
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け

て
起
こ
る
脳
の
病
気
で
す
。
脳
細
胞
に
ダ

メ
ー
ジ
を
与
え
る
も
の
で
多
い
の
が
ア
ミ

ロ
イ
ド
βベ

ー
タ

と
い
わ
れ
る
異
常
タ
ン
パ
ク

で
、
次
が
脳
卒
中
な
ど
の
脳
血
管
疾
患
で

す
。
前
者
に
よ
っ
て
起
こ
る
の
が
最
も
多

い
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
、
後
者
が

次
に
多
い
血
管
性
認
知
症
で
す
。
そ
の
両

方
が
同
時
に
起
こ
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

　
認
知
症
は
脳
の
老
化
に
よ
る
た
だ
の
物

忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
記
憶
だ
け
で
な

く
、
物
事
の
判
断
力
や
実
行
力
も
妨
げ
ら

れ
ま
す
。
例
え
ば
、
今
の
時
間
が
分
か
ら

な
く
な
る
、
お
金
の
数
え
方
が
分
か
ら
な

く
な
る
、
あ
る
い
は
料
理
が
で
き
な
く
な

る
な
ど
で
す
。
そ
れ
が
原
因
で
、
日
常
生

活
に
支
障
を
来
す
よ
う
に
な
っ
た
状
態
が

認
知
症
で
す
。
認
知
症
の
初
期
症
状
は
物

忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
状
態
で
、
こ
の
状

態
を
軽
度
認
知
障
害
と
言
い
ま
す
。

　
こ
の
状
態
を
経
て
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型

認
知
症
に
進
む
人
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
最
近
で
は
、
初
期
症
状
の
段
階
で

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の
診
断
が
で

き
る
血
液
検
査
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
近

い
将
来
、
早
期
に
診
断
し
、
ア
ミ
ロ
イ
ド

β
を
溶
か
す
新
薬
で
認
知
症
を
治
せ
る
夢

の
時
代
が
来
そ
う
で
す
。

　
今
、
も
し
家
族
が
認
知
症
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
時
に
大
事
な
こ
と
は
、
決
し
て
叱

ら
な
い
こ
と
で
す
。
子
ど
も
の
場
合
は
、

時
に
叱
る
こ
と
も
必
要
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
た
だ
し
認
知
症
の
場
合
、
叱
っ
た
意

図
が
伝
わ
ら
な
い
た
め
、
で
き
な
か
っ
た

こ
と
を
叱
ら
れ
て
も
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

逆
に
、
ど
う
し
て
自
分
が
叱
ら
れ
る
の
か

と
怒
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
認
知
症
に

な
っ
て
も
感
情
は
損
な
わ
れ
な
い
か
ら
で

す
。
そ
の
結
果
、
問
題
行
動
と
い
わ
れ
る

困
っ
た
こ
と
を
す
る
よ
う
な
事
態
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
認
知
症
の

人
の
言
う
こ
と
・
や
る
こ
と
を
否
定
せ

ず
、
叱
ら
ず
に
見
守
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
毎
日
一
緒
に
い

る
人
は
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
介
護
保
険
制
度
を

利
用
す
る
な
ど
し
て
自
分
が
休
む
時
間
を

作
り
、
心
の
健
康
を
管
理
し
な
が
ら
、
認

知
症
の
人
と
う
ま
く
付
き
合
っ
て
い
く
方

法
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

古河福祉の森診療所
赤荻　榮一　医師

平成8年から古河福祉の森診療所の医師
として勤務。専門は呼吸器科だが、内科
外科を問わず全ての科の診療に当たり、

◀診察に当たる赤荻医
師。認知症家族の相談
や診察は年々増加して
います

赤荻先生に伺いました
認知症サポート医の

さらにがん患者・家族の会を主催
するほか、認知症サポート医とし
ても活動している
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→2個以上該当する場合は
　かかりつけ医や
　高齢者サポートセンター
　に相談しましょう

※このチェックリストの結果だけで認知
症の診断はできません。あくまでも認知
症を疑うための目安です。

□ 財布や鍵などを置いた場所が分からなくなる

□ 言おうとしている言葉がすぐに出てこない

□ 今日が何月何日か分からないときがある

□ 5分前に聞いたことを思い出せない

□ 周りの人に「同じことをよく聞く」と言われる

□ 電話番号を調べて電話をかけることができない

□ １人で買い物に行けない

□ 預貯金の出し入れや支払いを１人でできない

もしかしたら　　　　　　　かも!?チェックリストで確認。 認 知 症

認知症の早期発見のため
セルフチェックを！

あなたは大丈夫ですか？

かかりつけ医

ケアマネジャー

地域の民生委員
認知症家族の会
認知症カフェ

高齢者サポートセンター
（地域包括支援センター）

　地域で暮らす高齢者の皆さんのための総合相談窓口
です。主任ケアマネジャー(介護の専門職)、保健師(健
康の専門職)、社会福祉士(福祉の専門職)などが中心
となり、高齢者の皆さんを支援します。

　日常的な診療や健康管理をしてくれるかかりつけ医
などと事前に相談し、緊急時の医療体制を整えておき
ましょう。

　認知症の本人、介護している家族、介護に携わって
いる専門職、ボランティアなどが会員となって電話相
談・介護セミナー・家族の集いなどを行っています。

　福祉に関する悩みや相談を受け、必要に応じて市の
窓口や関係機関を紹介するなど、地域と行政を結ぶパ
イプ役として、地域で安心して生活できるためのお手
伝いをします。

【問】福祉推進課　92-5771(健康の駅内)

　要介護者や要支援者からの相談や、心身の状況に応
じて介護サービスの計画(ケアプラン)を立て、高齢者
を支援します。

在宅介護
支援センター

　市が委託している「高齢者やその家族等の身近な相
談窓口」で、24時間365日相談可能。介護保険や高齢
福祉サービス、認知症の事など何でもご相談ください。

相 談 先少しでも気になる人の　　　　　　　 は？ 
気になる場合は？
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>>>>>

高齢者サポートセンター （地域包括支援センター）

ご相談ください！

お気軽にご相談ください
お問い合わせはこちら

住所：駒羽根1501
健康の駅 92-5920

高齢者サポートセンター総和
( 地域包括支援センター総和 )総和地区

住所：仁連2228-7
三和地域福祉センター 77-1901

高齢者サポートセンター三和
( 地域包括支援センター三和 )三和地区

住所：新久田271-1
古河福祉の森会館付属棟 23-6517

高齢者サポートセンター古河
( 地域包括支援センター古河 )古河地区

高齢者サポートセンターの皆さん

地
域
で
暮
ら
す

　
高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口

認
知
症
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

(

ケ
ア
パ
ス)

　
市
で
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

皆
さ
ん
に
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
愛
称
を
「
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
と
し
、
介
護
や
福
祉
、
健
康
、
医

療
や
暮
ら
し
の
相
談
の
ほ
か
、
地
域
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
な
ど
、
地
域
で
暮
ら

す
高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口
と
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
介
護
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
知
り

た
い
」「
最
近
物
忘
れ
が
心
配
」「
ひ
と
り

で
暮
ら
し
て
お
り
、
悪
質
な
訪
問
販
売
や

詐
欺
な
ど
が
不
安
」
な
ど
、
地
域
で
暮
ら

し
て
い
く
中
で
心
配
ご
と
が
あ
る
時
は
、

お
住
ま
い
の
地
区
の
「
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
認
知
症
の
症
状
に
応
じ
て
利
用

で
き
る
支
援
に
つ
い
て
の
情
報
を
分
か
り

や
す
く
ま
と
め
た
「
認
知
症
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク(

ケ
ア
パ
ス)

」
を
作
成
し
ま
し
た
。
高

齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で
配
布

し
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
認
知
症
の
疑
い
の
あ
る
人
や
対
応
が
困

難
な
人
な
ど
に
対
し
て
、
認
知
症
サ
ポ
ー

ト
医
と
医
療
・
介
護
職
が
チ
ー
ム
を
組

み
、
訪
問
な
ど
を
通
し
て
、
医
療
機
関
や

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
や
つ
な
ぎ
、
自
立

に
向
け
た
支
援
、
家
族
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
で
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
温

か
く
見
守
る
応
援
者
で
あ
る
「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
」
を
養
成
し
て
い
ま
す
。
小
中

学
校
や
出
前
講
座
、
市
民
向
け
の
講
座
を

通
し
て
、
延
べ
１
万
９
６
１
人
の
サ
ポ
ー

タ
ー
が
養
成
さ
れ
、
地
域
に
支
え
合
い
の

輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
市
民
向

け
講
座
は
28
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
認
知
症
に
な
っ
て
も

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
を

目
指
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

認
知
症
は
誰
も
が
か
か
る
可
能
性
の
あ
る

身
近
な
病
気
の
１
つ
で
す
。
ま
た
、
認
知

症
の
よ
う
な
症
状
が
あ
っ
て
も
、
ほ
か
の

病
気
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

早
期
診
断
や
早
期
対
応
の
た
め
に
も
、
心

配
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
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「古河認知症の家族の会」 岩
下
太
郎
さ
ん

古
河
認
知
症
の
家
族
の
会
代
表

鈴
木
さ
ん(

仮
名)

：
介
護
歴
約
２
年
、別
居
の
母
の
介
護
を
し
て
い
る

※
個
人
情
報
を
保
護
す
る
た
め
、仮
名
で
の
表
記
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

高
橋
さ
ん(

仮
名)

：
介
護
歴
約
３
年
半
、４
月
か
ら
母
が
施
設
に
入
所

斎
藤
さ
ん(

仮
名)

：
介
護
歴
約
２
年
、退
職
後
か
ら
父
の
介
護
に
専
念

介
護
経
験

者
の
声

介護の悩みを抱えている人に寄り添いたい

　

８
月
４
日
に
行
わ
れ
た
「
古

河
認
知
症
の
家
族
の
会
」
に
は

過
去
に
家
族
の
介
護
経
験
が
あ

る
人
や
現
在
家
族
の
介
護
を
し

て
い
る
人
の
ほ
か
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
な
ど
９
人
が
参
加
。
介

護
の
悩
み
を
相
談
し
た
り
、
認

知
症
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

合
っ
た
り
し
ま
し
た
。
そ
の
会

話
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

鈴
木　

今
回
初
め
て
家
族
の
会

に
参
加
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
伺
い

た
い
の
で
す
が
、
家
族
が
認
知

症
に
な
っ
た
こ
と
を
受
け
入
れ

る
の
に
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
が

か
か
り
ま
し
た
か
？　

私
は
、

医
師
か
ら
診
断
を
受
け
た
の
で

頭
で
は
分
か
っ
て
い
る
つ
も
り

で
も
、
気
持
ち
が
つ
い
て
い
か

な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
て
。

高
橋　

私
は
今
も
受
け
入
れ
き

れ
て
な
い
で
す
。
も
ち
ろ
ん
認

知
症
だ
と
い
う
事
実
は
理
解
し

て
い
ま
す
。
既
に
施
設
に
入
所

し
て
い
る
し
、
た
ま
に
会
う
か

ら
こ
そ
優
し
い
言
葉
も
か
け
ら

れ
る
け
ど
、
今
後
在
宅
介
護
に

戻
っ
た
場
合
は
自
分
の
感
情
が

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
か
不
安

で
す
。

斎
藤　

何
度
注
意
し
て
も
同
じ

こ
と
を
す
る
ん
で
す
よ
ね
。
毎

日
一
緒
に
生
活
し
て
い

る
と
、
家
族
の
ス
ト
レ

ス
が
溜
ま
っ
て
し
ま

う
。
ま
た
、
本
人
の
調

子
が
あ
る
日
急
に
悪
化

し
た
り
す
る
ん
で
す
。

在
宅
介
護
で
は
、
自
分

で
は
ど
う
に
も
で
き
な

い
こ
と
も
あ
り
、
精
神

的
に
も
辛
か
っ
た
の

で
、
現
在
は
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ(
短
期
宿
泊)

を
利
用

し
て
い
ま
す
。
本
人
と

離
れ
る
時
間
を
作
る
と

気
持
ち
も
楽
に
な
り
ま
す
よ
。

こ
う
い
う
こ
と
は
、
実
際
に
経

験
し
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い

で
す
よ
ね
。

高
橋　

私
も
在
宅
介
護
で
は
ど

う
に
も
な
ら
な
く
な
り
、
施
設

へ
の
入
所
を
決
め
ま
し
た
。
自

分
の
時
間
を
作
る
こ
と
も
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。

会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
こ
の
会
で
は
、
介
護
の
悩
み
を
抱
え
て

い
る
人
や
経
験
者
・
専
門
職
の
人
な
ど
も

参
加
し
て
助
言
を
も
ら
っ
た
り
、
認
知
症

の
情
報
を
共
有
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
誰
に
相
談
し
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
な

い
人
や
介
護
経
験
が
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
参

加
し
て
ほ
し
い
と
話
す
岩
下
さ
ん
。

　
今
後
は
ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ
の
開
設
も

検
討
し
て
お
り
、
介
護
に
携
わ
る
誰
も
が

気
軽
に
ほ
っ
と
一
息
つ
け
る
場
所
づ
く
り

を
続
け
て
行
き
ま
す
。

　
6
年
前
、
妻
の
介
護
が

き
っ
か
け
で
、
認
知
症
介

護
に
よ
る
肉
体
・
精
神
的

負
担
を
軽
く
で
き
る
よ
う

な
場
所
が
必
要
だ
と
思

い
、
認
知
症
の
家
族
を
介

護
す
る
人
を
対
象
に
し
た

「
古
河
認
知
症
の
家
族
の
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古河認知症の家族の会

認知症カフェ

日時　毎月第2金曜日/10時～15時30分
場所　旧赤澤宅(宮前町)
電話　090-8056-5530(担当：石田)

日時　毎月第2水曜日/14時30分
場所　共創未来古河南薬局(大堤)
電話　23-4870(担当：前田)

オレンジカフェ遊楽庵

みらいカフェ

オレンジカフェ雷電

日時　毎月第1水曜日/13時30分～15時30分
場所　コミュニティセンター平和(平和町)
電話　090-1669-3248(担当：岩下)

古河地区会場 三和地区会場
日時　毎月第3水曜日/13時30分～15時30分
場所　三和地域福祉センター(仁連)
電話　090-1669-3248(担当：岩下)

日時　毎月第2月曜日/10時30分～15時
場所　雷電二丁目自治会館(北町)
電話　090-2406-4489(担当：梅本)

古河認知症の家族の会に参加する皆さんInterview

　海外旅行が大好きだっ
た母。4年ほど前から少
しずつ歩く速度が遅くな
り、徐々におかしな行動
を取るようになりました。
　元気だった母がまさか
認知症になるなんてとい

う思いから、なかなか
現実を受け入れること
ができていません。

鈴木さん(仮名)

　父の介護に携わって約
2年。最近まで在宅介護
をしていました。
　認知症患者の介護は、
肉体的な疲労よりも精神
的な疲労の方が大きく、
こちらの思いが伝わらな

いので、何度も同じこ
とを言わせるなと憤っ
たこともあります。

　20年振りに同居するこ
とになった母が、約3年
半ほど前から認知症を患
いました。
　在宅介護をしていた時
はけんかばかりでした
が、施設に入所してから

は少し余裕が生まれ、
優しく接することがで
きるようになりました。

鈴
木　

そ
う
で
す
よ
ね
。
自
分

で
何
と
か
し
よ
う
と
思
っ
て
い

た
時
期
は
本
当
に
大
変
で
し

た
。
そ
れ
で
は
無
理
だ
と
認
め

て
線
引
き
が
で
き
て
か
ら
は
、

精
神
的
に
楽
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
不
安
な
ど
を
聞
い
て
く

れ
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
さ
ん
が

身
近
に
い
て
く
れ
る
こ
と
も
心

強
い
で
す
。

斎
藤　

専
門
職
の
人
で
な
く
て

も
、
同
じ
よ
う
な
経
験
を
し
て

い
る
人
に
話
を
聞
い
て
も
ら
え

る
だ
け
で
、
気
持
ち
が
全
然
違

い
ま
す
よ
ね
。

鈴
木　

自
分
が
悩
ん
で
い
る
部

分
は
、
ほ
か
の
ご
家
族
の
こ
の

時
期
の
話
な
ん
だ
な
と
。
経
験

談
を
事
前
に
聞
く
こ
と
で
、
心

構
え
が
で
き
ま
す
。

斎
藤　

当
事
者
に
な
る
ま
で
、

認
知
症
や
介
護
に
つ
い
て
何
も

分
か
ら
な
か
っ
た
け
ど
、
も
っ

と
早
く
い
ろ
い
ろ
知
り
た
か
っ

た
と
今
で
は
思
い
ま
す
。

鈴
木　

こ
れ
か
ら
介
護
に
携
わ

る
で
あ
ろ
う
若
い
世
代
の
人
に

こ
そ
、
認
知
症
に
関
す
る
経
験

談
や
情
報
を
広
く
知
っ
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。

高橋さん(仮名)斎藤さん(仮名)
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カ
フ
ェ
で
は
、
ぬ
り
絵
や
生
け
花
、
音

楽
会
、
簡
単
な
ゲ
ー
ム
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ぬ
り
絵
が
得
意
な
人
が
ほ
か
の
利

用
者
に
ぬ
り
方
の
コ
ツ
を
教
え
た
り
、
楽

器
を
弾
け
る
人
同
士
で
バ
ン
ド
を
組
み
、

演
奏
を
み
ん
な
で
聴
い
た
り
し
て
、
カ

フ
ェ
に
集
ま
っ
た
利
用
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
得
意
分
野
を
生
か
し
て
楽
し
め
る
と
こ

ろ
が
こ
の
カ
フ
ェ
の
特
徴
で
す
。

　
得
意
分
野
が
無
い
と
い
う
人
も
、
も
ち

ろ
ん
大
歓
迎
。
盆
踊
り
で
使
う
笠か

さ

の
飾
り

付
け
や
合
唱
す
る
た
め
の
手
書
き
の
歌
詞

カ
ー
ド
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
で
使
用
す
る

ち
ょ
っ
と
し
た
小
道
具
を
作
成
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
内
容
に
と
ら
わ
れ

ず
、
将
棋
を
指
し
に
来
る
人
も
い
た
り

と
、
自
由
に
過
ご
せ
る
こ
と
も
魅
力
の
一

つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
実
際
に
利
用
し
て
い
る
人
は
、
認
知
症

「認ともカフェ」
　
長
年
、
福
祉
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
き
た

玉
野
さ
ん
。
平
成
29
年
4
月
に
、
岩
下
さ

ん
ほ
か
数
名
の
有
志
と
共
に
「
認
と
も
カ

フ
ェ
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
認
知
症
に

な
っ
た
人
を
介
護
す
る
家
族
と
接
す
る
中

で
、
本
人
や
家
族
が
気
軽
に
息
抜
き
が
で

き
る
場
所
が
必
要
だ
と
感
じ
た
こ
と
が
、

こ
の
カ
フ
ェ
を
立
ち
上
げ
た
き
っ
か
け
だ

と
話
し
ま
す
。

　
「
認
と
も
カ
フ
ェ
」
は
古
河
市
社
会
福

祉
協
議
会
の
支
援
の
も
と
、
月
1
回
程

度
、
古
河
福
祉
の
森
会
館
で
開
催
。
ぐ
る

り
ん
号
を
利
用
し
て
の
来
館
が
可
能
で
、

医
療
機
関
も
隣
接
し
て
い
る
た
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
に
安
心
し
て
利
用
し
て
も
ら
え

る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
利

用
者
の
皆
さ
ん
に
、
来
て
良
か
っ
た
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

福祉の仕事に携わってきた経験を生かして

日頃の介護ストレスや、気分転換の
ためにも「認ともカフェ」に足を運
んでみてはいかがでしょうか

「認ともカフェ」利用者の声Interview

匿名さん

気軽に息抜き
できる場所

玉
野
美
代
子
さ
ん

認
と
も
カ
フ
ェ
代
表

　夫の仕事の関係で市内に越してきま
した。現在1人暮らしなのですが、以
前お世話になったケアマネジャーさん
から「認ともカフェ」の存在を教えて
もらい、利用してみようと思いまし

　玉野さんに声を掛けてもらい、認知
症を患っていた夫と一緒に利用を始め
ました。ほかの利用者さんが夫の話し
相手になってくださり、私自身も世間
話などをして気分転換になりました。

た。今は、おしゃべりを楽しめる
友人もでき、気分転換になってい
ます。

現在、在宅介護は落ち着きました
が「認ともカフェ」には時々顔を
出すようにしています。

木村さん(仮名)田中さん(仮名)

いきいきサロン
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の
予
防
や
介
護
の
息
抜
き
感
覚
だ
っ
た

り
「
認
と
も
カ
フ
ェ
」
を
通
し
て
で
き
た

知
人
に
会
い
に
来
た
り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

理
由
で
利
用
し
て
い
ま
す
。
中
に
は
認
知

症
の
ご
本
人
と
夫
婦
で
利
用
す
る
人
も
い

て
、
本
人
の
刺
激
に
も
な
り
、
介
護
者
も

自
分
の
気
分
転
換
の
時
間
が
作
れ
た
と
喜

ん
で
い
た
だ
け
た
そ
う
で
す
。
利
用
者
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
が
、
こ
の
活
動
を

し
て
い
て
一
番
嬉
し
い
と
思
え
る
瞬
間
だ

と
玉
野
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
今
後
は
、
古
河
福
祉
の
森
会
館
で
の
開

催
に
と
ど
ま
ら
ず
、
総
和
地
区
や
三
和
地

区
で
も
こ
の
カ
フ
ェ
を
開
催
し
た
い
。
そ

し
て
、
認
知
症
の
こ
と
で
悩
み
が
あ
る
け

れ
ど
誰
に
相
談
し
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら

な
か
っ
た
り
、
行
政
に
相
談
す
る
の
は
緊

張
し
て
し
ま
っ
た
り
す
る
人
が
気
軽
に
相

談
で
き
る
場
所
と
し
て
も
、
引
き
続
き
活

動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
そ
う
で

す
。

　
「
認
と
も
カ
フ
ェ
」
を
利
用
し
て
、
誰

か
に
話
を
聞
い
て
も
ら
う
こ
と
で
気
持
ち

が
少
し
楽
に
な
っ
た
り
、
介
護
に
役
立
つ

情
報
が
得
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
生

か
し
て
、
医
療
や
介
護
の
専
門
の
人
な
ど

を
紹
介
で
き
る
場
合
も
あ
る
そ
う
で
す
。

認
知
症
に
つ
い
て
の
悩
み
が
あ
る
人
は
、

一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
一
度
気
軽
な
気
持

ち
で
カ
フ
ェ
を
利
用
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

会場には元気な笑い声が響きます。楽しく会話をしながらぬり絵をした
り日頃の悩みを相談したり、思い思いにカフェを楽しむ参加者の笑顔が
ありました

▲年末にはカフェの利用者の皆さんで、お正月用の生け花も作り
ます

日時　毎月第4金曜日/10時～14時
場所　古河福祉の森会館(新久田)
電話　090-5524-5003(担当：玉野)

認知症カフェ

認ともカフェ
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地
域
で
支
え
る
認
知
症

地域で
支える
認知症

　
令
和
元
年
10
月
1
日
時
点
で
、
65
歳
以

上
の
人
口
は
３
５
８
９
万
人
と
な
り
、
総

人
口
に
占
め
る
割
合
は
約
28
％
と
な
り
ま

し
た
。
令
和
47
年
に
は
約
3
人
に
1
人
が

65
歳
以
上
に
な
る
と
い
う
将
来
推
計
が
発

表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
は
大
丈
夫
と
思
っ
て
い
て
も
、
自
身

や
大
切
な
家
族
が
認
知
症
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
加
齢
と
共
に
か
か
る
確
率
が

上
が
る
認
知
症
で
す
が
、
若
年
性
認
知
症

の
よ
う
に
早
け
れ
ば
30
代
で
か
か
る
人
も

い
ま
す
。
認
知
症
は
、
脳
や
体
の
病
気
が

原
因
で
、
記
憶
力
や
判
断
力
が
低
下
し
、

何
度
も
同
じ
こ
と
を
言
っ
た
り
聞
い
た

り
、
段
取
り
や
計
画
が
立
て
ら
れ
な
い
な

 広報古河　2021.9 - 14



ど
の
症
状
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
「
ち
ょ
っ
と
お
か
し
い
な
」
と
思
っ
た

ら
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
す
ぐ
に
か
か
り

つ
け
医
や
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、
地
域
の
民
生

委
員
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
早
期
診

断
・
早
期
対
応
す
る
こ
と
で
服
薬
や
生
活

習
慣
の
改
善
、
適
切
な
ケ
ア
を
通
し
て
症

状
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
認
知
症

は
脳
の
病
気
で
あ
り
、
隠
す
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
も
し
も
近
く
に
そ
の
よ
う
な

人
が
い
た
ら
、
優
し
く
声
を
掛
け
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
優
し
さ
の
つ
な
が
り

が
、
い
つ
か
自
身
や
大
切
な
家
族
が
認
知

症
に
な
っ
た
と
き
に
、
あ
な
た
を
支
え
て

く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
県
で
は
、
9
月
を
「
茨
城
県
認
知
症
を

知
る
月
間
」
と
定
め
、
認
知
症
の
早
期
発

見
や
認
知
症
予
防
の
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
認
知
症
は
特
別
な
病
気
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
全
体
で
こ
の
病
気
に

向
き
合
い
、
一
人
一
人
が
相
手
を
思
い
や

る
気
持
ち
を
持
っ
て
、
認
知
症
を
正
し
く

理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
認
知
症
の

人
や
介
護
す
る
家
族
を
地
域
全
体
で
包
み

込
み
、
誰
も
が
安
心
し
て
自
分
ら
し
く
暮

ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

>>>>>
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　市では、第2次古河市男女共同参画プランのもと、ワーク・ライフ・バランスやハラスメントの防止等を
推進し、進捗状況の把握および達成状況の検証を行っています。指標項目の一部を下記の通り報告します。
　令和3年度は、さらに各施策を効果的に推進していくため、4年間の後期実施計画を策定します。

【問】 人権・男女共同参画室℡92-3111

男女共同参画の推進状況
～「意識」から「行動」へ、目指そう男女共同参画社会。～

▲男女が共に活躍できる社会を目指して
活発な意見が交わされています

指標項目 実績値 目標値 

休日保育実施保育所数 2カ所 3カ所
子育て支援拠点の設置数 9カ所 8カ所
創業支援セミナー等における女性の参加人数 8人 15人
各種審議会・委員会等における女性委員の占める割合 24.4％ 35％
女性委員不在の審議会・委員会の数 1 0
男性を対象とした料理教室等の生活講座数 0講座 10講座
自治会長、行政区長に占める女性の割合 4％ 6％
消防団員に占める女性の人数 8人 15人
市役所の管理職員のうち女性職員の割合 21% 30%
市役所の男性職員の育児休業取得率 0% 10%

保険金請求サポートの勧誘 センターからのアドバイス
　「台風で壊れた屋根や雨どいを火災保険で修理
しないか。自己負担なく修理ができ、保険金請求
をサポートする」という勧誘を受けた。修理箇所
の調査後、保険申請代行契約と工事請負契約を交
わし、60万円の保険金が出ることになった。しか
し、知人に工事を頼むことにして、解約しようと
したら保険金の40％を解約料として請求された。

　自己負担がなく、手続きする手間が省けるとい
う理由から契約をしている事例が多くみられま
す。保険金の請求は自身で契約している保険会社
に相談できます。保険金請求サポート手数料や解
約料について、しっかりと契約書を確認しましょ
う。契約後でも、8日以内であればクーリングオ
フが可能です。

　令和2年度に古河市消費生活センターに寄せられた65歳以上の高
齢者からの相談件数は300件ありました。コロナ禍で在宅時間が長
くなり、訪問販売や電話勧誘販売などの被害に遭う機会が増えてい
ますので、気を付けましょう。

【問】古河市消費生活センター( 商工観光課内)℡23-1718

9月は高齢者被害防止月間です
古河市消費生活センター
場所　市役所古河庁舎　
相談日　月～金曜日
(祝日・年末年始を除く）
時間　9時～12時、13時～16時

第33回全日本
ベンチプレス選手権大会

【1位：女子M2 69kg級】
櫻井美幸さん
(BIG GUNS)

高齢者叙勲

長澤盛二さん
(88歳、下山町)

元古河第一高等学校長

瑞宝小綬章

 広報古河　2021.9 - 16



フレイル予防3つの柱

　フレイルとは、加齢に伴う体や心の機能の低下に
より要介護になる危険が高まっている状態で、健康
な状態と介護が必要な状態の中間の段階を指します。
　フレイルの兆候に早く気付いて対応すれば、健康
な状態に戻ることができるといわれています。健康
な状態の人も、フレイルにならないように予防を心
掛けましょう。

フレイルを予防しましょう

①社会参加
　社会とのつながりを失い、他者との交流が少なく
なると、フレイルになる可能性が高まります。感染
予防に注意しながら、地域での活動や周囲とのコ
ミュニケーションを大切にしていきましょう。　

②身体活動(運動)
　コロナ禍においては、座っている時間をできるだ
け減らすことが大切です。家事等で意識して活動す
る時間を増やし、無理のない範囲でウオーキングや
筋力トレーニングを行ってみましょう。

③栄養+口
こ う

腔
く う

ケア
　缶詰やスーパーのお惣菜等も上手に活用し、肉や
魚、乳製品、野菜、海藻、大豆製品等さまざまな食
品を毎日取るようにしましょう。
　食事をきちんと食べるためには、歯と口の健康も
大切です。歯磨きなどのセルフケアと併せて、定期
的に歯科医院で検診を受け、お口のケアを心掛けま
しょう。

健康づくり課

　ぼくの将来の夢は、生物の研究者になることです。
なぜなら、生物に興味があるからです。
　ぼくは今、家でクワガタを飼っていて、育てるこ
とが楽しく、長く飼いたいと思っています。そして、
もっと色々な生物のひみつを知りたいと思うように
なりました。
　それに、まだ発見されていない生物の行動につい
ても調べてみたいと考えています。
　これからも、生物の研究者になれるように勉強を
頑張りたいです。

生物のひみつを調べる研究者
荒川凛太朗さん  下大野小学校6年生
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▲少年団で指導に当たる鬼ケ原さん▲業務では都市計画を担当しています ▲ユナイト JVC の子どもたち

五
輪
で
の
経
験
を
次
世
代
に

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
審
判
に
選
出

鬼お
に

ケが

原は
ら

慎
平
さ
ん(

32
歳
・
緑
町)

　
古
河
市
役
所
に
勤
務
す
る
鬼
ケ
原
さ
ん
。
東
京
２
０
２
０

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
の
審
判
に
選
ば
れ
、

予
選
か
ら
決
勝
戦
ま
で
線
審
を
務
め
ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
会
場
の
様
子
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
対
す
る
思
い
を
伺
い
ま

し
た
。

　

　

中
学
か
ら
高
校
の
6
年
間
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
て
い
た
鬼
ケ
原
さ

ん
。
高
校
卒
業
後
、
市
内
の
少
年
団
の
指

導
を
始
め
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
審
判
の

道
を
目
指
し
、
20
代
の
若
さ
で
日
本
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
公
認
A
級
審
判
員
の
資

格
を
取
得
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
多
く
の

大
会
で
審
判
を
務
め
た
こ
と
が
評
価
さ

れ
、
つ
い
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
大
舞
台
で

審
判
を
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
み
ま
し

た
。
こ
の
話
を
聞
い
た
と
き
は
う
れ
し

か
っ
た
半
面
、
長
期
間
職
場
を
離
れ
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
と
て
も
悩
ん
だ
そ
う
で

す
。
し
か
し
、
職
場
の
上
司
や
先
輩
が
快

く
送
り
出
し
て
く
れ
た
こ
と
で
、
参
加
す

る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

　
初
め
て
立
っ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う

大
舞
台
は
、
国
を
背
負
う
選
手
の
熱
量
、

会
場
全
体
の
空
気
感
、
そ
の
全
て
が
今
ま

で
経
験
し
た
こ
と
が
無
い
も
の
で
し
た
。

特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
男
子
決
勝
戦
。

金
メ
ダ
ル
が
決
ま
っ
た
瞬
間
の
歓
喜
に
沸

く
選
手
の
姿
が
、
ず
っ
と
目
に
焼
き
付
い

て
い
る
と
言
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
市
内
少
年
団
「
ユ
ナ
イ
ト
Ｊ

Ｖ
Ｃ
」
で
指
導
を
行
っ
て
い
る
鬼
ケ
原
さ

ん
。
今
回
の
貴
重
な
経
験
を
生
か
し
、
次

世
代
の
選
手
・
審
判
員
の
育
成
に
も
意
識

を
向
け
な
が
ら
、
地
元
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

競
技
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
話
し
ま

す
。
そ
う
語
る
姿
は
、
燃
え
上
が
る
聖
火

の
よ
う
に
情
熱
的
で
し
た
。
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いいこが育つ古河今月の古河っ子

お子さんの写真を募集中！ ＜対象＞ 0〜3歳の市内在住のお子さん　＜応募方法＞ メール・電話で受付中。メールの
場合は件名を「今月の古河っ子応募」とし、本文に「お子さんの氏名(ふりがな)・生年月日・父母の氏名・住所・電話
番号」を明記し、city.pr@city.ibaraki-koga.lg.jp( シティプロモーション課℡92-3111)へ申し込みください♪

浅賀千
ち

和
わ

 くん

(令和2年5月生まれ・水海)

　これからもたくさん食べて

大きくなってね♡
(父：嵩、母：美里)

宮石羚
れ

夢
む

 くん(中央)

(平成30年7月生まれ・けやき平)

　フットサル、サッカー大好

き仲良し三姉弟

(父：康平、母：悠)

須永りな ちゃん

(令和3年2月生まれ・桜町)

　三兄妹、末っ子長女のりな

にみんなメロメロです♡
(父：鉄也、母：まゆみ)

江澤未
み

唯
い

奈
な

 ちゃん

(令和2年5月生まれ・中田)

　元気に遊んでたくさん笑って

ね！　みぃの笑顔が大好き♡
(父：政俊、母：遥風)

青鹿汐
し お り

 ちゃん

(令和2年9月生まれ・桜町)

　可愛い笑顔いつまでも見せ

てね♡お兄ちゃんと仲良く！

(父：敏明、母：優美)

峰花
か

音
の ん

 ちゃん(左)

　 　 咲
さ く

良
ら

 ちゃん(右)

 (令和2年7月生まれ・関戸)

　水浴び大好き！！　これか

らもすくすく育ってね♡
(父：邦宏、母：里奈)

福島千
ち

夏
な つ

 ちゃん

(令和2年8月生まれ・本町)

　いたずらっ子で可愛い二人

♡のんびり元気に育ってね♡
(父：直樹、母：直美)

いつまでも笑顔の陽向と蒼大

でいてね♡大好きだよー！

(父：幸大、母：玲子)

松田陽
ひ

向
な た

 くん(左)

　　蒼
そ う

大
た

 くん(右)

 　 (平成30年9月生まれ
　 令和2年11月生まれ・鴻巣)
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「
送
れ
ぇ
送
れ
ぇ
√
風(

風
邪)

の
神

送
れ
ぇ
√
ど
ん
ど
ん
送
れ
ぇ
√
」。

疫や
く

神し
ん

は
突
然
現
れ
、
ス
ゥ
ー
と
家
へ
忍

び
込
み
、
住
人
を
疫
病
に
し
て
し
ま

う
。
な
ら
ば
、
疫
神
の
人
形
を
紙
や
わ

ら
で
作
り
、
太
鼓
の
音
も
に
ぎ
や
か

に
、
村
境
ま
で
送
り
出
そ
う
。
近
く
の

川
や
海
に
流
そ
う
。
こ
れ
は
、
落
語
の

題
材
に
も
な
っ
た
江
戸
時
代
の
風
習
。

唯
一
根
絶
に
成
功
し
た
感
染
症

　
疫
病
の
中
で
、
最
も
恐
れ
ら
れ
た
の

が
疱ほ

う

瘡そ
う(

天
然
痘)

。
強
烈
な
感
染
力
と

高
い
致
命
率
で
流
行
を
繰
り
返
し
、
人

類
を
苦
し
め
続
け
ま
し
た
。
そ
の
一
方

で
人
類
も
経
験
的
に
知
っ
た
の
で
す
。

治
癒
後
に
得
ら
れ
る
再
び
罹り

患か
ん

し
な
い

免
疫
の
存
在
を
。

　

１
７
９
６
年
、
イ
ギ
リ
ス
の
エ
ド

ワ
ー
ド
・
ジ
ェ
ン
ナ
ー
は
牛ぎ

ゅ
う

痘と
う

の
膿う

み

を

用
い
た
免
疫
法
を
発
見
し
、
２
年
後
に

は
ワ
ク
チ
ン(

牛ぎ
ゅ
う

痘と
う

苗び
ょ
う)

の
開
発
に
も
成

功
。
安
全
・
効
果
率
の
高
い
牛
痘
接
種

(

種
痘)

に
よ
る
予
防
法
が
始
ま
り
普
及

す
る
と
、
つ
い
に
１
９
８
０
年
５
月
８

日
、
世
界
保
健
機
関(

Ｗ
Ｈ
Ｏ)

は
天
然

痘
の
根
絶
を
宣
言
し
ま
し
た
。

種
痘
の
伝
来
と
壬
生
藩
山
川
領

　
長
崎
出
島
の
医
師
オ
ッ
ト
ー
・
モ
ー

ニ
ッ
ケ
が
牛
痘
苗(

モ
ー
ニ
ッ
ケ
苗)

を
日
本
へ
取
り
寄
せ
た
の
は
嘉
永
２

(

１
８
４
９)

年
の
こ
と
。
疱
瘡
に
か
か

る
こ
と
を
人
生
儀
礼
の
「
お
役
」
と
呼

び
、
多
く
が
予
防
・
治
癒
に
疱
瘡
神
を

祀ま
つ

り
、
ま
じ
な
い
に
も
頼
っ
た
こ
の
時

代
に
、
素
早
く
種
痘
を
導
入
し
た
の
が

下し
も

野つ
け

壬み

生ぶ

藩は
ん(

現
・
栃
木
県
壬
生
町)

。

藩
主
鳥と

り

居い

忠た
だ

挙ひ
ら

は
、
嗣し

子し

忠た
だ

宝と
み

の
接
種

成
功
を
確
認
す
る
と
、
推
進
者
の
藩
医

斎
藤
玄げ

ん

昌し
ょ
う

に
命
じ
、
翌
年
２
月
よ
り
領

内
の
強
制
接
種
を
開
始
。
名
医
玄
昌

も
、
か
つ
て
疱
瘡
の
猛
威
に
よ
り
自
身

の
子
を
相
次
い
で
亡
く
し
て
お
り
、
種

痘
の
普
及
に
尽
力
し
た
の
で
し
ょ
う
。

　
と
こ
ろ
で
壬
生
藩
に
は
、
山
川
領
と

呼
ば
れ
る
飛
地
が
あ
り
、
現
在
の
古
河

市
域
で
は
下
片
田
村(

現
・
下
片
田)

な

ど
６
カ
村
が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
下

片
田
村
の
名
主
が
残
し
た
御ご

用よ
う

留ど
め

に
は

「
殿
さ
ま
の
思お

ぼ
し
め
し召

に
よ
り
、
種
痘
を
行

う
の
で
、
村
役
人
は
疱
瘡
前
の
子
ど
も

の
人
数
・
名
前
・
年
齢
な
ど
を
全
て
取

り
調
べ
、
書
付
に
し
て
提
出
す
る
よ
う

に
」
と
の
触
書
を
写
し
た
記
述
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
書
付
を
も
と
に
、
山
川
領

を
管
轄
す
る
山
川
陣
屋(

現
・
結
城
市

山
川
新
田)

へ
医
師
が
出
張
し
、
接
種

を
実
施
し
た
の
で
す
。

旅
の
子
ど
も
が
疱
瘡
に
、
そ
の
時

　
慶
応
元(

１
８
６
５)

年
、
閏う

る
う

５
月
12

日
夕
刻
、
浪
人
井
上
政
吉
夫
婦
と
子
ど

も
２
人
が
困
り
果
て
、
仁
連
町
で
一
晩

の
宿
を
求
め
ま
す
。
子
ど
も
１
人
の
急

病
に
、
名
主
善
右
衛
門
が
宿
を
紹
介
し

た
と
こ
ろ
、
翌
朝
に
な
り
疱
瘡
の
特
徴

的
な
症
状
が
。
父
政
吉
は
、
旅
途
中
の

難
儀
に
、
快か

い
ふ
く復

ま
で
の
宿
と
白
米
の
助

力
を
願
い
出
ま
す
。
そ
こ
で
、
善
右
衛

門
は
改
め
て
宿
を
用
意
し
、
白
米
と
布

団
・
蚊
帳
な
ど
の
必
需
品
を
提
供
。
さ

ら
に
、
近
隣
村
々
へ
も
助
力
を
求
め
る

添
書
を
政
吉
に
書
き
与
え
ま
し
た
。

　
江
戸
幕
府
は
「
宿
場
と
近
隣
の
村
が

急
病
の
旅
人
を
保
護
し
、
医
者
の
診

察
・
治
療
を
受
け
さ
せ
快
復
す
る
ま
で

充
分
に
養
生
さ
せ
る
。
本
人
の
希
望

に
よ
り
居
住
地
へ
村
送
り(

村
々
の
リ

レ
ー
方
式)

で
送
り
届
け
る
。
こ
れ
ら

の
費
用
は
宿
場
・
村
の
負
担
と
し
、
旅

人
に
請
求
し
て
は
い
け
な
い
」
と
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を
設
け
て
い
ま

し
た
。
幸
い
に
も
疱
瘡
は
軽
症
で
、
そ

の
後
、
政
吉
が
善
右
衛
門
に
出
立
の
挨あ

い

拶さ
つ

と
御
礼
の
た
め
参
上
し
て
い
ま
す
。

三
和
資
料
館
学
芸
員　
白
石
謙
次

疱
瘡
と
種
痘
と
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト▲井上政吉の子、疱瘡に罹

か か

る【「村用日記」(仁連鈴木
家文書) 】

▶
「
疱
瘡
前
之
子
供
人
別
帳
」

　

(

下
片
田
山
中
家
文
書)
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【一般書/小説】
本心　　　

平野啓一郎　著
　ロスジェネ世代に生まれ、
シングルマザーとして生きて
きた母が、生涯隠し続けた事
実とは－。急逝した母を、
AI/VR技術で再生させ、そ
の死の真実を追う青年が経験
する魂の遍歴。

出版社…文藝春秋

【児童書】
さよならのたからばこ

長崎夏海　作
　生まれ育った島を出て、明
日、東京へ引っ越す小学２年
の美波。昨日のお別れ会に来
なかった、同級生の洋生に
ばったり会った美波は…。い
つも一緒に遊んでいた友だち
とさよならするための大事な
一日を描く。　　　

出版社…理論社

【児童/絵本】
あんなにあんなに

ヨシタケシンスケ　著
　あんなにきれいに掃除した
のに、もう散らかっている。
あんなに泣いていたのに、も
う笑っている。あんなに若
かったのに、もうこんなにシ
ワが…！？　子どもと、むか
し子どもだった全ての人に贈
る、家族に寄り添う優しい絵
本。

出版社…ポプラ社古河図書館

【一般書】
生命海流

　　　　　　福岡伸一　著
　「生命」「進化」とは何か。
生物学者・福岡伸一がダー
ウィンの足跡をたどり、生命
の本質に迫るガラパゴス航海
記。
　絶海の孤島で繰り広げられ
る大自然の営みと進化の不思
議を、ユーモア溢

あ ふ

れる文章と
美しい写真で描き出す。

出版社…朝日出版社

2021　令和3年

提供：鈴木路雄氏

　ヨシズを満載したオート三輪車が江戸町通りを遠ざかっていき
ます。遊水地で良質なヨシが採れることから、当時は市内各所に
ヨシズを製造する工場がありました。

【募集】このコーナーに掲載する昔の総和地区の写真を探しています。お持
ちの人は シティプロモーション課(℡92-3111)までご連絡ください。

昭和31年
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▲渡良瀬川に生息する魚に興味津々の子どもたち

渡良瀬川の自然に触れよう！
わたらせ水辺の楽校

　7月17日、三国橋下の渡良瀬川河川敷にある
「わたらせ水辺の楽校」で自然体験イベントが行
われ、37人の児童が参加しました。
　渡良瀬川に生息するナマズやコイに触れたり、
ケースに入った魚を観察したりしたほか、古河城
の歴史について学び、思い思いにお城のイラスト
を描いてオリジナルの缶バッジを作成しました。▲ゆっくりと鑑賞する来館者

古河文学館スポット展示
「血戦！古河城芳流閣 ～南総
里見八犬伝～」
　7月21日～10月20日、古河文学館で「血戦！
古河城芳

ほ う

流
りゅう

閣
か く

 ～南総里見八犬伝～」を開催して
います。
　日本古典文学史上最長の作品といわれる『南総
里見八犬伝』の名場面と初版本や資料を紹介する
ほか、古河城御

ご

三
さ ん

階
か い

櫓
やぐら

がモデルとなった芳流閣の
錦絵も展示されています。ぜひ、ご来館ください。
　

▲講師の丁寧な説明を真剣な様子で聞く児童

未来のプログラマーを目指して
科学の祭典古河大会
プログラミング教室
　7月31日と8月1日、青少年のための
科学の祭典古河大会の一環としてプログ
ラミング教室が開催されました。61人
の小中学生が参加し、簡単なゲーム作り
を通してプログラミングの基礎知識を習
得。
　未来のプログラマーの可能性を秘めた
児童たちは「いろんなゲームが自分で作
れて楽しかった」と自分のアイデアを形
にすることに喜びを感じていました。　

※新型コロナウイルスの影響により閉館する場合があります。
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コロナ収束への願いを込めて
第16回
古河花火大会
　8月7日に古河花火大会が市内3地区
同時打ち上げで開催されました。今年
は例年とは違った形で短時間の開催と
なりましたが、YouTubeでのLIVE配
信と古河ケーブルテレビでの生中継も
行われ、自宅からでも楽しめる内容で
した。
　当日は台風の影響が懸念されました
が、新型コロナウイルス感染症拡大防
止の願いと、コロナ禍で懸命に活動さ
れている医療従事者の皆さまへ感謝の
気持ちを込めて打ち上げられた花火が
２年ぶりに古河の夜空を彩りました。
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広 告

体験入会３か月　男性体験入会３か月　男性10,00010,000円　円　
　　　　　　　　女性　　　　　　　　　女性　5,0005,000円円

お見合い後交際に入った場合は正式入会に進みます。

24 時間お相手検索登録費用　別途１０，０００円

結婚相談室チャペル結婚相談室チャペルです。です。

真剣に結婚を考えている方はご相談ください。全力でお手伝いいたします。真剣に結婚を考えている方はご相談ください。全力でお手伝いいたします。

この道 21年、仲人の達人です！この道 21年、仲人の達人です！

完全予約制…今すぐお電話ください完全予約制…今すぐお電話ください

〒306-0011　茨城県古河市東 3-5-13  旧イトーヨーカドー南側〒306-0011　茨城県古河市東 3-5-13  旧イトーヨーカドー南側

 ☎0280-30-7070 ☎0280-30-7070

仲人おばさん仲人おばさん紹介紹介

エアコンクリーニング1台14,300円～承っております。

ダスキン　古河南支店　古河市中田1276-1

ｗｗｗ.ｋｏｇａ-ｄｕｓｋｉｎ．Ｊｐ

0280-48-4891
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広告内容などについては、広告スポンサーに直接お問い合わせください。

※有料広告掲載については、 シティプロモーション課(℡92-3111)へ問い合わせください。



読者アンケート

city.pr@city.ibaraki-koga.lg.jp
（タイトルは「読者アンケート応募」とする）

〒306-0291  茨城県古河市下大野2248
古河市役所　 シティプロモーション課

Q１   今月号でよかった特集や写真があれば教えてください

Q２   取り上げてほしい内容や企画があれば教えてください

Q３   お気に入りの場所やオススメのお店を教えてください

アンケート

※お寄せいただいたご意見等は、紙面に掲載する場合があります。また、ご
意見には個別回答いたしませんのでご了承ください。

「アンケートの回答・住所・氏名・ペンネーム・年齢」を
明記の上、下記宛先までご応募ください。

ハ ガ キ で 応 募

メ ー ル・ 2 次 元 コ ー ド で 応 募

今月のプレゼント

※アンケート回答者の中から抽選でプレゼントが当たります。
当選者には引換券をお送りします(品物は発送しません）。
※お店をPRしませんか。
読者アンケートのプレゼントを提供していただけるお店を随時募集
しています。詳細は、シティプロモーション課までご連絡ください。

令和3年9月1日発行
発行：古河市役所　〒306-0291 茨城県古河市下大野2248 ℡ 0280-92-3111
編集：シティプロモーション課　Mail：city.pr@city.ibaraki-koga.lg.jp

9/15
必着

渡辺徹さんのサイン色紙　5名様

 広報古河　2021.9 - 36


